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野焼きが行われた瀬の本も緑が芽吹きはじめました
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３
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２
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３
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３
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光
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５
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３
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８
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南
小
国
町
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団
員
異
動
（
敬
称
略
）

消防団長就任挨拶
消防団長　北里桂一
　本年度より南小国町消防
団長を拝命いたしました北里
でございます。
　団長就任にあたり、町民
の皆様の生命・財産を守る

という崇高な使命の下、多様化する災害に対し
迅速なる対応と機動能力の高い、町民の皆様の
付託に応えられるような即応体制の確立した少
数精鋭消防団を目指してまいります。
　今後とも、皆様のご支援ご理解賜りますよう
よろしくお願い申し上げます。

退任のごあいさつ
前消防団長　加賀孝之
　本年 3 月末日をもちまし
て消防団長を退任しました。
昭和・平成・令和と火災は
もとより、地震・風水害・
人探しと町民の皆様の「身

体・生命・財産」をお守りするという崇高な使
命のもと、40 年近く務めてまいりましたが、最
近は「災害は必ず起きる」といっても過言では
ないくらい、全国・九州各県・熊本県下で、甚
大な災害が幾度となく発生しております。
　大自然の持つ大きな破壊力の前で、私たち人
間はあまりにも非力であり、災害を未然に防ぐ
術はありませんが、日頃より各自治会の中に組
織を編成し、「公助・共助」の精神で自分たち
の身は自分たちで守れるよう迫りくる「その時」
に備えていただけたらと思います。
　これからも南小国町消防団をよろしくお願い
申し上げ、退任のご挨拶といたします。
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　　　　南小国町役場　職員配置（R4 年 4 月 1 日現在）

課・局長 審議員 係長 係員

議会事務局
☎ 42-1125 北里能蔵

会計室
☎ 42-1134

松岡　洋
（税務課長兼務） 河津直樹

総務課
☎ 42-1112 佐藤　徹

栗原康宏
総務係 井　雄太 高藤郁弥

財政係 岩下翔司 田中　諄

本田洋茂 管財係 （本田審議員兼務） 冨永龍太郎

手嶋翔平（県庁出向）R5.3 まで

まちづくり課
☎ 42-1171 宮﨑智博

本田尚教
（県からの出向）

企画商工
観光係 河津慶彦

鞭馬隆善 河津一也 田苗伸秀

武田啓二 広報情報係 後藤　亘
佐藤健介

北里加奈 室原知正 岩本知薫

町民課
☎ 42-1113 河津頼子 麻生孝哉

戸籍住民係 利光幸太 中尾勇斗 坂本大樹

保健衛生係 山本恵理菜
古庄美由紀 髙野さつき 玉目令華

佐藤誉将

福祉課
☎ 42-1117 朝日康博

穴井孝幸
福祉係 佐藤潤一 浦志航世 梅木智希

保育児童係 （穴井審議員兼務） 鎗水百衣 林　知佳

日隈みゆき 市原保育園 佐藤亜希子
河津綾子 石橋　澪 鞭馬美咲

玉目健悟

河津裕子 中原保育園 （河津審議員兼務） 梅木千夏

黒川保育園 椎名さゆり 深田　恵 清高朋香

税務課
☎ 42-1118

松岡　洋
（会計管理者兼務） 室原孝平

税務係 穴井幸太郎 城戸雨音 佐伯奏歌

徴収係 穴井建成

地籍係 井野秀成 吉田大輔

農林課
☎ 42-1144 河本孝博 髙村竜二

農政係 井　薫 田北雅昭 西山秀樹 野口駿太郎

林務係 橋本哲典

建設課
☎ 42-1114 本田圭一郎

平野　賢 土木係 井野寛之
杉　裕太 森山とうよう 長尾匠真

西小路将太 江　学哉

日隈　徹 水道住宅係 （日隈審議員兼務） 下城達彦 石松和晃 大塚　駆

教育委員会
事務局

☎ 42-0047
穴井康治

佐藤　淳 社会教育係 （佐藤審議員兼務）

志賀美彩代 学校教育係 山村真樹 秋吉智衣 萓島大樹
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令和４年度　教育委員会関係行事のお知らせ
月 日 曜 関　　係　　行　　事
４ １９ 火 全国学力・学習状況調査（小学６年生・中学３年生対象）
５ １１ 水 町教育研究会総会（午後・南小国町の教職員全員参加）
７ ６ 水 南小国中「まちインタ－ン」６日・７日・８日の３日間
７ １４ 木 里山自然体験活動（南小国町全小学校４年生対象）
８ ７ 日 阿蘇郡市人権同和教育研究大会（高森町）
８ ２０ 土 阿蘇瀬の本高原マラソン大会
９ ２０ 水 南小国中「民泊農業体験」20 日・21 日・22 日の３日間

１０ １４ 金 アウトリ－チ演奏会予定（南小国町全小中学校対象）
１０ ２９ 土 南小国町小中学生「プレゼンテーション大会」
１１ １８ 金 阿蘇郡市地域指定研究発表会
１２ ４ 日 きよら人権デ－

１ ３ 火 成人を祝う会（仮称）
１ １２ 木 立志式（南小国中２年生対象）
２ １９ 日 南小国町内駅伝大会
３ ２９ 水 南小国町教職員退任式

南小国町役場 新規採用職員紹介
萱か

や
し
ま島

大ひ
ろ
き樹　

24
歳　
　
　
　

出
身　

満
願
寺
志
津
中

　
【
教
育
委
員
会
事
務
局　

学
校
教
育
係
】

１
月
か
ら
会
計
年
度
の
職

員
と
し
て
働
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
正
式
に

教
育
委
員
会
へ
の
配
属
と

な
り
ま
し
た
。
慣
れ
な
い

こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す
が
、

何
事
も
挑
戦
と
い
う
気
持

ち
で
精
一
杯
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

田た
な
え苗

伸の
ぶ
ひ
で秀　

18
歳　
　
　
　

出
身　

赤
馬
場
新
町
１

　
【
ま
ち
づ
く
り
課　

企
画
商
工
観
光
係
】

今
年
度
か
ら
新
し
く
南
小

国
町
役
場
の
職
員
と
な
っ
た

田
苗
で
す
。
私
は
社
会
人
経

験
が
な
い
の
で
、
不
安
な
こ

と
や
分
か
ら
な
い
こ
と
が

ま
だ
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

が
、
町
民
の
皆
様
の
お
役
に

立
て
る
よ
う
精
一
杯
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
何
卒

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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新
刊
図
書
紹
介

　

４
月
は
、
町
の
図
書
室
に
17
冊
の
新
刊
図
書
が
入
り
ま
し
た
。

　

紹
介
致
し
ま
す
。

〈
新
刊
図
書
〉

①
異
世
界
の
ん
び
り
農
家 

11

②
異
世
界
の
ん
び
り
農
家 
12

③
パ
ン
ど
ろ
ぼ
う
と
な
ぞ
の
フ
ラ
ン
ス
パ
ン

④
居
酒
屋
ぼ
っ
た
く
り　

お
か
わ
り
！　

２

⑤
水
属
性
の
魔
法
使
い　

第
一
部　

中
央
諸
国
編
Ⅳ

⑥
お
ば
ち
ゃ
ん
た
ち
の
い
る
と
こ
ろ

⑦
イ
ク
サ
ガ
ミ　

天

⑧
里
山
の
生
き
物
図
鑑

⑨
食
べ
ら
れ
る
庭
図
鑑

⑩
老
い
て
こ
そ
生
き
甲
斐

⑪
ミ
ラ
ク
ル
ガ
ー
ル
相
談
室

　

女
の
子
の
ト
リ
セ
ツ　

カ
ラ
フ
ル
ｄ
ａ
ｙ
ｓ

⑫
マ
イ
マ
イ
の
ユ
ル
か
わ
！　

最
強
折
り
紙

⑬
夏
の
体
温

⑭
余
命
10
年

⑮
旅
屋
お
か
え
り

⑯
正
欲

⑰
苦
役
列
車

完成 南小国の身近な草花
ポケット図鑑

　令和３年度、１年間をかけて「南小国の
身近な草花ポケット図鑑」を作成しました。
南小国町は、絶滅危惧種を含めた草花が数
多く生息しており、南小国町の魅力の一つで
す。
　作成にあたっては、小国町在住の藤崎清
高先生のご指導をいただき、長年撮影され
てこられた草花の写真を使わせていただき
ました。
　この図鑑を南小国町内の全小中学生に配
布して、南小国の草花に関心を持ってもらい、
その美しさを味わい、南小国町をもっともっと好きになって欲しいと思っています。
　南小国町の将来の担い手にぜひ活用して欲しいという思いで作成しました。
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今
年
度
も
３
月
28
日（
月
）に
杖
立
温
泉

に
て
鯉
の
ぼ
り
あ
げ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加

し
ま
し
た
。
春
休
み
期
間
で
し
た
が
、
多

く
の
１
，
２
年
生
が

参
加
し
ま
し
た
。
地

元
の
方
々
の
ご
指
導
の

も
と
、
約
３
０
０
０

匹
の
鯉
の
ぼ
り
を
上

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

４
月
８
日（
金
）の
午
前
に
令
和
４
年
度

の
新
任
式
と
始
業
式
、
午
後
か
ら
入
学
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
任
式
で
は
、
梶
山

教
頭
先
生
を
は
じ
め
５
名
の
先
生
方
と
、

育
児
休
業
か
ら
復
帰
さ
れ
た
甲
斐
先
生
の

紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
始
業
式
で
は
、
ク

ラ
ス
担
任
・
学
年
部
職
員
の
紹
介
が
あ

り
、
生
徒
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
、
職
員
も
新

た
な
気
持
ち
で
令
和
４
年
度
の
ス
タ
ー
ト

を
切
り
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
入
学
式
が

挙
行
さ
れ
、
52
名
の
新
入
生
を
迎
え
ま
し

た
。
今
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
予
防
と
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
時

間
を
短
縮
し
て
、
入
学
生
と
そ
の
保
護
者
、

並
び
に
職
員
の
み
で
の
式
と
な
り
ま
し
た
。

藤
本
校
長
は
式
辞
の
中
で
、「〝
尚
志
・
勉

学
・
自
主
〟
の
三
綱
領
を
胸
に
生
活
し
て

ほ
し
い
」「〝
豊
か
な
感
性
〟
を
磨
い
て
ほ

し
い
」「〝
未
見
の
我
〟
を
見
つ
け
る
た
め
の

〝
挑
戦
〟
を
し
て
ほ
し
い
」
と
、
新
入
生

に
対
す
る
３
つ
の
期
待
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
新
入
生
代
表
の
山
畑
結
美
さ

ん
は
、「〝
尚
志
・
勉
学
・
自
主
〟
を
心
に

留
め
、
勉
強
や
部
活
動
な
ど
に
自
主
的
に

取
り
組
み
、
多
く
の
経
験
を
積
む
こ
と
で
、

心
身
と
も
に
大

き
く
成
長
し
た

い
」
と
宣
誓
し
、

今
年
度
１
０
０

周
年
目
を
迎
え

る
小
国
高
校
で

の
第
一
歩
を
踏

み
出
し
ま
し
た
。

　

こ
の
４
月
に
熊
本
聾
学
校
か
ら
赴
任
し

て
き
ま
し
た
西
山
と
申
し
ま
す
。
自
然
豊

か
な
地
域
へ
の
赴
任
を
大
変
嬉
し
く
思
っ

て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
令
和
４
年
度
は
、
小
学
部
３
人
、

中
学
部
４
人
、
高
等
部
８
人
、
計
15
人
の

新
入
生
を
迎
え
、
全
校
児
童
生
徒
総
数
45

人
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
本
校
の
め
ざ

す
子
ど
も
像
「
あ
か
る
く
、
な
か
よ
く
、

た
く
ま
し
く　

～
輝
く
仲
間
づ
く
り
～
」

の
育
成
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
子
供
た

ち
一
人
一
人
が
自
立
と
社
会
参
加
に
向
け

て
、
よ
り
よ
い
豊
か
な
生
活
を
送
る
こ
と

の
で
き
る
力
を
身
に
つ
け
て
い
け
る
教
育

を
実
践
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
本
校
を
巣
立
っ
て
い
く
生
徒
た
ち
に

は
、
ま
わ
り
か
ら
愛
さ
れ
る
人
と
し
て

育
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
も
願
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
私
た
ち
教
職
員
一
同
、
従

来
か
ら
取
り
組
ん
で
き
て
い
る
取
り
組
み

を
さ
ら
に
進
め
な
が
ら
、
豊
か
な
人
間
性

を
育
む
と
と
も
に
心
身
の
健
康
に
も
配
慮

し
、
子
供
た
ち
そ
れ
ぞ
れ
が
夢
の
実
現
に

向
け
て
安
心
し
て
学
べ
る
環
境
の
整
備
に

力
を
入
れ
て
い
く
所
存
で
す
。

　

子
供
た
ち
か
ら
「
小
国
支
援
学
校
で
学

ん
で
良
か
っ
た
。」、
ま
た
保
護
者
の
方
か

ら
は
「
小
国
支
援
学
校
に
通
わ
せ
て
良

か
っ
た
。」
等
と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
学
校
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
全
教

職
員
が
知
恵
を
出
し
合
い
、
工
夫
を
重
ね

な
が
ら
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
今

後
と
も
本
校
教
育
活
動
に
対
し
ま
し
て
、

御
支
援
と
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

あ
か
る
く　

な
か
よ
く　

た
く
ま
し
く　

～
輝
く
仲
間
づ
く
り
～

小
国
支
援
学
校 

だ
よ
り
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ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

４
月
11
日
、
令
和
４
年
度
第
76
回
南

小
国
中
学
校
入
学
式
を
挙
行
い
た
し
ま
し

た
。
19
名
の
新
一
年
生
が
、
伝
統
あ
る
南

小
国
中
の
一
員
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
学
校
教
育
目
標
は
、「
き
よ

ら
の
郷
を
愛
し
、
夢
を
実
現
し
未
来
を
創

る
南
中
生
の
育
成
～
４
Ｃ
を
育
む
『
み

ん
な
が
楽
し
い
学
校
を
み
ん
な
で
創
る
学

校
』
の
創
造
を
通
し
て
～
」
で
す
。

　

わ
た
し
た
ち
の
願
い
は
、
何
よ
り
「
南

中
生
の
成
長
」
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
予
測

困
難
な
時
代
に
お
い
て
も
、
主
体
的
に
行

動
し
、
自
ら
の
よ
さ
や
可
能
性
を
発
揮
し
、

多
様
な
人
々
と
協
働
し
な
が
ら
豊
か
な
人

生
を
切
り
拓
き
、
持
続
可
能
な
社
会
の
創

り
手
と
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
思
い
を
、
前
半
の
「
き
よ
ら
の
郷
を

愛
し
、
夢
を
実
現
し
未
来
を
創
る
南
中
生
」

に
込
め
ま
し
た
。

　

そ
の
思
い
を
達
成
す
る
た
め
に
、
み
ん

な
が
当
事
者
意
識
を
も
ち
、「
み
ん
な
が

楽
し
い
学
校
を
み
ん
な
で
創
る
学
校
」
を

創
る
事
を
通
し
て
、
南
小
国
町
で
重
点
的

に
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
で
あ
る
４

Ｃ
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
・
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
・
ク
リ
テ
ィ

カ
ル
・
シ
ン
キ
ン
グ
）
を
育
み
ま
す
。

　

日
々
の
授
業
（
き
よ
ら
授
業
）
や
地
域

で
学
ぶ
様
々
な
体
験
活
動
（
き
よ
ら
学
）

等
を
通
し
て
、
自
分
の
考
え
を
分
か
り
や

す
く
伝
え
る
力
や
、
多
様
な
他
者
と
協
働

で
き
る
力
、
新
た
な
価
値
を
生
み
出
す
創

造
性
、「
な
ぜ
そ
う
な
の
か
。
本
当
に
そ
う

な
の
か
」
を
常
に
問
い
、
納
得
の
い
く
結

論
に
到
達
す
る
力
を
つ
け
て
い
き
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
も
南
中
生
の
活
躍
や
成
長

を
ご
期
待
い
た
だ
き
ま
す
と
共
に
、
南
中

の
取
組
へ
の
ご
理
解
、
ご
支
援
を
何
卒
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
文
責
）
校
長
　
上
田
武
満

南
中
か
ら
の
風

輝
き
と

潤
い

21
年
目
　
本
格
始
動

　

透
き
通
っ
た
青
色
に
、
若
々
し
い
緑
が
映

え
る
季
節
。
真
新
し
い
制
服
や
学
用
品
を

持
つ
キ
ラ
キ
ラ
し
た
子
供
達
と
す
れ
違
う

と
、自
然
と
穏
や
か
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ
の
活
動
も
、
関
係

者
の
皆
様
に
御
理
解
と
御
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
今
年
21
年
目
を
迎
え
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
は
、
文
科
系
３
ク
ラ
ブ
、

運
動
系
９
ク
ラ
ブ
で
本
格
活
動
し
ま
す
。

ク
ラ
ブ
に
よ
り
加
入
可
能
な
年
齢
が
異
な

り
ま
す
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ク
ラ
ブ
に
よ
っ
て
は
活
動
費
（
材

料
費
や
月
謝
等
）
の
負
担
も
あ
り
ま
す
。

詳
し
い
金
額
等
は
各
ク
ラ
ブ
に
よ
り
異
な

り
ま
す
の
で
、
指
導
者
又
は
教
育
委
員
会

事
務
局
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

保
護
者
の
皆
様
に
は
、
活
動
参
加
時
の

送
迎
に
関
し
て
も
ご
協
力
を
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。
交
通
事
故
等
に
は
十
分

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

加
入
申
し
込
み
は
随
時
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
。
い
つ
で
も
お
気
軽
に
教
育
委
員

会
事
務
局
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
状
況

に
よ
り
、
活
動
計
画
が
立
て
に
く
い
中
で

は
あ
り
ま
す
が
、
目
い
っ
ぱ
い
楽
し
ん
で
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
年
長
～
小
学
６
年
生
ま
で
】

学
童
野
球
ク
ラ
ブ

指
導
者
：
北
里
太
志

【
小
学
１
年
生
～
小
学
６
年
生
ま
で
】

中
原
★
Ｆ
Ｕ
Ｎ 

Ｃ
Ｕ
Ｌ
Ｂ

指
導
者
：
鞭
馬
奈
美

わ
く
わ
く
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ

指
導
者
：
佐
藤
勝
也

ま
い
ぶ
ら
り
ー
ク
ラ
ブ

指
導
者
：
上
島
キ
ミ
子

切
り
絵
・
絵
手
紙
教
室

指
導
者
：
松
本　

学

　
　
　
　

鎗
水
幸
子

Ｆ
Ｃ
ど
ん
ぐ
り
ー
ズ

※
中
原
小
学
校
の
生
徒
の
み

指
導
者
：
日
隈
和
信

【
小
学
１
年
生
～
中
学
３
年
生
ま
で
】

少
林
拳
ク
ラ
ブ

指
導
者
：
倉
谷
博
文

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

指
導
者
：
井
野
和
哉

り
ん
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ

指
導
者
：
北
里
將
寿

ボ
ク
シ
ン
グ
＆
エ
ク
サ
サ
イ

ズ
ク
ラ
ブ

指
導
者
：
佐
藤
新
一
郎

【
小
学
１
年
生
～
大
人
ま
で
】

け
ん
玉
ク
ラ
ブ

指
導
者
：
和
田
公
介

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ

指
導
者
：
工
藤
直
也

■
問
い
合
わ
せ

わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ
事
務
局
（
南
小
国
町
教

育
委
員
会
事
務
局
内
）

☎（
４
２
）０
０
４
７

南
小
国
町
教
育
委
員
会　

き
よ
ら
の
郷
「
わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ
事
務
局
」

わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ 

通
信
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令
和
４
年
度
が
始
ま
り
、一
ヶ

月
ほ
ど
が
過
ぎ
ま
し
た
。
新
し

い
職
場
や
学
校
、
保
育
園
に
も

み
な
さ
ん
、
慣
れ
ら
れ
た
こ
と

で
し
ょ
う
。
ま
た
連
休
疲
れ
の

人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

６
年
目
を
迎
え
た
「
き
よ
ら

塾
」
の
開
講
式
を
４
月
19
日
に

実
施
し
ま
し
た
。
き
よ
ら
塾
の

ね
ら
い
は
、
何
な
の
か
。
こ
の

課
題
に
答
え
る
文
章
を
ア
シ
ス

タ
ン
ト
の
下
城
舞
愛
さ
ん
（
小

国
高
校
３
年
）
が
熊
日
読
者
ひ

ろ
ば
に
投
稿
し
ま
し
た
。
３
月

29
日
の
若
者
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
文
章
を
紹

介
し
ま
す
。

「
教
え
る
こ
と
の
楽
し
さ
を
実
感
」

　
　
　
　
　
　

下
城　

舞
愛　

　

今
年
度
で
、
町
営
の
無
料
塾

「
き
よ
ら
塾
」
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト

も
３
年
目
を
迎
え
る
。
私
は
、

小
学
生
に
勉
強
を
教
え
る
こ
と

で
自
分
自
身
が
学
ぶ
こ
と
が
多

か
っ
た
２
年
間
だ
っ
た
と
感
じ
て

い
る
。

　

塾
で
出
さ
れ
る
問
題
に
対
し

て
、
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
を
そ

の
ま
ま
に
せ
ず
、
き
ち
ん
と
質

問
す
る
子
が
、
学
習
能
力
が
目

に
見
え
て
ぐ
ん
ぐ
ん
と
伸
び
て

い
る
こ
と
。
英
語
の
時
間
に
声

を
出
し
て
発
音
し
て
い
る
子
が
、

だ
ん
だ
ん
英
語
が
上
達
し
て
き

て
、
英
語
が
好
き
に
な
っ
て
い
る

こ
と
。「
分
か
ら
な
い
」「
で
き

な
い
」
を
「
分
か
る
」「
好
き
」「
で

き
る
」
に
変
え
て
い
け
る
素
直

な
小
学
生
の
子
ど
も
た
ち
を
見

て
、
私
は
感
心
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
私
は
き
よ
ら
塾
で
一
つ

夢
を
か
な
え
る
こ
と
が
で
き
た

と
思
う
。
中
学
生
の
頃
の
夢
は
、

教
え
る
こ
と
が
好
き
で
あ
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
教
員
だ
っ
た
。
し

か
し
、
高
校
生
に
な
り
勉
強
が

難
し
く
、
教
え
る
立
場
に
就
く

こ
と
を
あ
き
ら
め
か
け
て
い
た
。

　

こ
の
き
よ
ら
塾
を
通
し
て
、

教
え
る
立
場
に
立
つ
と
い
う
夢

を
か
な
え
た
こ
と
で
、
今
後
、

た
く
さ
ん
あ
る
選
択
肢
の
中
か

ら
一
つ
の
夢
の
実
現
に
向
け
て
頑

張
ろ
う
と
思
っ
た
。

　

ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
、
き
よ

ら
塾
に
行
く
の
も
あ
と
一
年
。
教

え
る
こ
と
の
楽
し
さ
を
か
み
し

め
つ
つ
自
分
自
身
も
受
験
に
向

か
っ
て
精
い
っ
ぱ
い
頑
張
り
た
い

と
思
う
。

開
講
式
の
様
子

　

４
月
19
日
の
開
講
式
に
は
21

名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
髙

橋
町
長
、
岩
切
教
育
長
の
激
励

の
言
葉
の
後
、
早
速
学
習
に
入

り
ま
し
た
。

　

最
初
は
、
英
会
話
で
す
。
私

が
日
本
語
で
言
っ
た
後
、
村
上

先
生
が
英
語
で
言
わ
れ
ま
す
。

そ
れ
を
聞
い
て
、
塾
生
が
発
音

し
ま
す
。
本
年
度
入
っ
た
３
年

生
に
は
、
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
高

校
生
が
寄
り
添
い
ア
ド
バ
イ
ス

し
ま
す
。

　

次
に
、
こ
と
わ
ざ
、
熊
日

読
者
ひ
ろ
ば
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
文
章
の
見
だ
し
付
け
を
し
ま

す
。
最
後
に
、
私
が
作
成
し
た

問
題
を
解
き
ま
す
。
都
道
府
県

に
関
す
る
問
題
、
算
数
の
文
章

問
題
、
３
つ
の
単
語
を
使
っ
て

90
字
以
上
１
０
０
字
以
内
で
作

文
し
ま
す
。
こ
の
日
の
３
つ
の

単
語
は
、「
本
年
度
」、「
き
よ

ら
塾
」、「
が
ん
ば
る
こ
と
」で
す
。

　

ア
シ
ス
タ
ン
ト
は
、
６
名
い

ま
す
。
小
国
高
校
各
学
年
２

名
ず
つ
い
ま
す
。
き
よ
ら
塾
は
、

本
年
度
で
６
年
目
を
迎
え
ま
し

た
が
、
本
年
度
か
ら
ア
シ
ス
タ

ン
ト
を
努
め
る
髙
橋
さ
く
ら
子

さ
ん
と
佐
藤
咲
夜
さ
ん
は
、
き

よ
ら
塾
一
期
生
で
す
。
終
わ
っ

た
後
、
２
人
に
「
あ
な
た
た
ち

が
、
学
習
し
て
い
た
時
と
今
日

の
様
子
は
、
ど
う
で
し
た
か
。」

と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
真
剣
さ
が

違
い
ま
す
。
私
た
ち
も
が
ん
ば
っ

て
い
た
と
思
い
ま
す
が
、
英
会

話
の
声
の
大
き
さ
、
わ
か
ら
な

い
と
こ
ろ
を
ア
シ
ス
タ
ン
ト
に

聞
く
積
極
さ
が
違
い
ま
す
。」
と

応
え
て
く
れ
ま
し
た
。
先
輩
の

ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
見
習
い
な
が

ら
、
素
敵
な
ア
シ
ス
タ
ン
ト
に

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

き
よ
ら
塾
は
、
常
時
募
集
し

て
い
ま
す
。
小
学
３
年
生
以
上

で
す
。
教
育
委
員
会
事
務
局
に

申
込
用
紙
が
あ
り
ま
す
。
公
営

塾
で
す
の
で
、
参
加
費
は
無
料

で
す
。

    
ひ
ろ
げ
よ
う　

き
よ
ら
の
郷
に　

人
権
の
輪

  
人
権
教
育
啓
発
シ
リ
ー
ズ 

217

問い合わせ
南 小 国 町
人 権 教 育
推進協議会
☎42-0047

　
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
を

学
校
教
育
・
人
権
教
育
指
導
員
　
倉
岡
　
巧た

く
み　

本年度最初の学習
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地
方
譲
与
税

地
方
消
費
税

交
付
金

地
方
交
付
税

国
庫
支
出
金

町
債

寄
附
金

県
支
出
金

繰
越
金

分
担
金
及
び

負
担
金

町
税

繰
入
金

そ
の
他

予
備
費

総
務
費

衛
生
費

災
害
復
旧
費

農
林
水
産
業

費 議
会
費

消
防
費

公
債
費

土
木
費

教
育
費

民
生
費

商
工
費

令
和
３
年
度
（
下
半
期
）
の
財
政
状
況

《　特　別　会　計　》

会　計　名 　予算額 　収入額 　収入率 　執行額 執行率

国 民 健 康 保 険 6億 2,202万円 5億 6,919万円 91.5％ 5億 7,567万円 92.5 ％

水 道 事 業 1億 5,929万円 9,968万円 62.6％ 1億 2,845万円 80.6 ％

農 業 集 落 排 水 事 業 3,146万円 1,014万円 32.2％ 2,643万円 84.0 ％

介 護 保 険 6億 5,154万円 5億 3,783万円 82.5％ 5億 7,713万円 88.6 ％

特定地域生活排水処理事業 2,176万円 1,174万円 54.0％ 1,428万円 65.6 ％

公 共 下 水 道 事 業 1億 4,359万円 4,736万円 33.0％ 1億 2,457万円 86.8 ％

後 期 高 齢 者 医 療 6,446万円 4,363万円 67.7％ 5,605万円 87.0 ％

合　　　計 16億 9,412万円 13億 1,957万円 77.9％ 15億 258万円 88.7 ％

支出済額　４１億９，９２９万円

予算総額　７０億３，９２０万円

収入済額　５２億１，４６５万円

歳
入

収
入
額
（
％
は
収
入
率
）

歳
出

執
行
額
（
％
は
執
行
率
）
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～
暖
か
く
な
る
と
要
注
意
～

食
中
毒
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
！

　

今
の
時
期
は
、
お
弁
当
を
持
っ
て
ハ

イ
キ
ン
グ
や
ピ
ク
ニ
ッ
ク
へ
出
か
け
た

り
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
す
る
な
ど
、
屋

外
で
食
事
を
す
る
機
会
が
多
く
な
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
徐
々
に
気
温
が
上
昇
す
る

こ
と
で
細
菌
性
食
中
毒
が
発
生
し
や
す

く
な
り
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
と
と
も
に
、
食
中
毒
予
防

に
も
努
め
ま
し
ょ
う
。

【
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
】

〇
お
弁
当
を
作
る
と
き

・
食
べ
る
当
日
に
作
り
ま
し
ょ
う
。

・
作
る
前
や
食
べ
る
前
に
は
、
手
を
よ

く
洗
い
ま
し
ょ
う
。

・
加
熱
が
必
要
な
食
品
は
、
中
心
部
ま

で
し
っ
か
り
加
熱
し
ま
し
ょ
う
。

・
お
弁
当
は
涼
し
い
と
こ
ろ
で
保
管

し
、
早
め
に
食
べ
ま
し
ょ
う
。

・
食
べ
残
し
の
食
品
は
、
思
い
切
っ
て

捨
て
ま
し
ょ
う
。

〇
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
す
る
と
き

・
生
肉
と
野
菜
は
、
別
々
の
お
皿
に
盛

り
付
け
ま
し
ょ
う
。

・「
焼
く
と
き
の
箸
」
と
「
食
べ
る
と

き
の
箸
」
は
区
別
し
ま
し
ょ
う
。

・
肉
は
中
心
部
ま
で
十
分
に
加
熱
し
て

食
べ
ま
し
ょ
う
。

※
生
肉
に
は
Ｏ
―
１
５
７
や
カ
ン
ピ
ロ

バ
ク
タ
ー
、
サ
ル
モ
ネ
ラ
な
ど
の
食

中
毒
菌
が
付
着
し
て
い
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

〇
ハ
イ
キ
ン
グ
や
魚
釣
り
を
す
る
と
き

　

有
毒
植
物
や
フ
グ
な
ど
の
自
然
毒
に

よ
る
食
中
毒
が
、
毎
年
発
生
し
て
い
ま

す
。
見
慣
れ
な
い
野
草
や
フ
グ
等
の
素

人
調
理
は
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

※
食
用
と
間
違
え
や
す
い
有
毒
植
物
と

し
て
、バ
イ
ケ
イ
ソ
ウ
や
ス
イ
セ
ン
、

ト
リ
カ
ブ
ト
、
イ
ヌ
サ
フ
ラ
ン
等
が

あ
り
ま
す
。

令
和
４
年
度　

高
齢
者
用
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

　

予
防
接
種
法
に
基
づ
き
、
定
期
接
種

の
扱
い
と
な
っ
て
い
る
高
齢
者
用
肺
炎

球
菌
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
、
今
年
度
も

予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す
。

　

予
防
接
種
は
主
に
、
個
人
の
予
防
目

的
の
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
義
務
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
や
副
反
応
な
ど

に
つ
い
て
ご
理
解
い
た
だ
き
、
体
調
の

良
い
日
に
接
種
を
受
け
て
下
さ
い
。

【
対
象
者
】
※
過
去
に
一
度
で
も
肺
炎

球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け
た
方
は
、

対
象
外
で
す
。

①
今
年
度
中
に
65
歳
、
70
歳
、
75

歳
、
80
歳
、
85
歳
、
90
歳
、
95
歳
、

１
０
０
歳
を
迎
え
る
方

②
60
歳
～
65
歳
未
満
の
方
で
、
心
臓
や

腎
臓
、
呼
吸
器
の
機
能
に
自
己
の
身

辺
の
日
常
生
活
活
動
が
極
度
に
制
限

さ
れ
る
程
度
の
障
害
が
あ
る
方
、
も

し
く
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
免
疫
の
機
能
に
日
常
生
活
が
ほ

と
ん
ど
不
可
能
な
程
度
の
障
害
が
あ

る
方

【
接
種
期
間
、
回
数
】

　

令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で
に
、
１
回

接
種
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

【
接
種
を
受
け
ら
れ
る
医
療
機
関
】

　

小
国
公
立
病
院
、蓮
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
、

お
お
む
ら
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
お
ぐ
に

整
形
外
科

※
小
国
郷
以
外
の
医
療
機
関
で
接
種
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
事
前
に
町
民

課
保
健
衛
生
係
へ
電
話
で
お
尋
ね
下

さ
い
。

　

肺
炎
球
菌
感
染
症
と
は
、
肺
炎
球
菌

と
い
う
細
菌
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ

る
病
気
で
す
。
こ
の
菌
は
、
主
に
気
道

の
分
泌
物
に
含
ま
れ
、
唾
液
な
ど
を
通

じ
て
飛
沫
感
染
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
菌
が
何
ら
か
の
き
っ
か
け

で
進
展
す
る
こ
と
で
、
気

管
支
炎
や
肺
炎
、
敗
血
症

な
ど
の
重
い
合
併
症
を
起

こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

保
健
師
だ
よ
り

問い合わせ
町民課
保健衛生係
☎ 42-1113

65 歳 昭和 32 年 4 月 2 日生～昭和 33 年 4 月 1 日生

70 歳 昭和 27 年 4 月 2 日生～昭和 28 年 4 月 1 日生

75 歳 昭和 22 年 4 月 2 日生～昭和 23 年 4 月 1 日生

80 歳 昭和 17 年 4 月 2 日生～昭和 18 年 4 月 1 日生

85 歳 昭和 12 年 4 月 2 日生～昭和 13 年 4 月 1 日生

90 歳 昭和 7 年 4 月 2 日生～昭和 8 年 4 月 1 日生

95 歳 昭和 2 年 4 月 2 日生～昭和 3 年 4 月 1 日生

100 歳 大正 11 年 4 月 2 日生～大正 12 年 4 月 1 日生
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小国公立病院ニュース
☎（４６）３１１１

組合名称のリニューアルとフレッシュな新入職スタッフ 病院事業管理者　片岡　恵一郎

　小国公立病院は、南小国町と小国町の両町が運営する病院です。２つ以上の町が運営している病院
は「町立病院」ではなく「公立病院」という名称になります。当院は南小国町と小国町２町による「組合」
で運営をしている病院なので、「小国公立病院」という病院名になっています。これまでは、この組
合の名称は「小国町外一ヶ町公立病院組合」というものでした。あまり馴染みがないかもしれませんね。
　この度 2022 年の４月に、長い歴史を持つこの組合の名称をリニューアルする事になりました。新
組合名は「小国郷公立病院組合」になります。南小国町と小国町を合わせて小国郷（おぐにごう）と
呼んでいる事は、小国に住む方にとっては常識なのですが、外の地域の方にはあまり馴染みがない名
称の様で、「おぐにきょう」と発音される方も多い印象です。小国郷外の方々に定着するまでにしば
らくかかってしまうかもしれませんが、新しい組合名称をみなさんでご愛顧いただけますと嬉しいで
す。ちなみに、病院名「小国公立病院」は変更ありませんので、今まで通りの名称でお呼びください。
　組合名がフレッシュになったこの新年度、これまでにない人数のフレッシュな新スタッフが入職い
たしました。医局 1 名、事務局５名、看護部７名、放射線科１名の計 14 名が 4/1 に入職し、さらに
4/20 には医師がもう１名赴任しました。組合では、病院と老健と訪問看護を運営しておりますので、
新スタッフは、今後これらのグループのどこかで、住民の皆様にお目にかかる事になります。
　新しい組合名のもと、若いみなぎるパワーと経験値をもったこれまでのスタッフが一丸となって、
新しい年度をスタートできたことを大変心強く感じています。
　新年度も小国郷公立病院組合の職員をどうぞよろしくお願いいたします。

「総合診療医のつぶやき」 tweet＠医局

　医師が聴診器で聞いているのは、主に、心臓の音、呼吸の音、腸の音などです。診断の為の情報量
としてはそんなに多くはありませんが、医師と患者間のコミュニケーションとしての聴診は、信頼感
を築く為の重要な意味があるとも言われています。
　聴診器のイアーピースは遮音性に優れており、聴診器をあてている時は、
周囲の音はほとんど聞こえません。次の患者さんの待ち時間を気にしてか、
聴診中にも話しかけていただく患者さんが多数いらっしゃいますが、何を話
されているのか、医師には全く聞こえていませんし、聴診している心臓の音
や肺の音まで聞こえにくくなってしまいます。
　聴診中のお話は、ちょっとの間だけご辛抱いただいた方が良いかもしれませんね。

2022 年４月１日　新入職者（病院玄関にて）
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南
小
国
町
は
九
州
の
中
央
部
、
熊

本
県
の
東
北
部
に
位
置
し
て
お
り
、

緑
と
水
の
き
れ
い
な
観
光
と
農
林
業

を
主
産
業
と
す
る
人
口
３
８
０
３
人

(

令
和
4
年
3
月
末
時
点)

の
純
農

村
で
す
。

　

日
本
で
最
も
美
し
い
村
連
合
に
は

２
０
０
５
年
10
月
の
発
足
当
初
か
ら

加
盟
し
て
お
り
、
連
合
加
盟
町
村
・

地
域
と
活
動
を
共
に
し
て
い
ま
す
。

　

南
小
国
町
に
あ
る
黒
川
温
泉
に
お

い
て
、
冬
季
限
定
で
温
泉
街
に
竹
灯

籠
を
設
置
し
点
灯
す
る
「
湯
あ
か
り
」

が
10
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
元
々
は
、

放
置
竹
林
か
ら
地
域
の
環
境
や
景
観

を
守
る
た
め
に
、
竹
の
間
伐
・
再
生
活
動
の
一
環
と

し
て
始
ま
り
ま
し
た
。
昨
年
12
月
18
日
か
ら
4
月
3

日
ま
で
の
期
間
中
は
、
温
泉
街
が
竹
ひ
ご
で
作
ら
れ

た
灯
篭
か
ら
こ
ぼ
れ
る
美
し
く
幻
想
的
な
灯
り
に
包

み
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
現
在
は
黒
川
温
泉
だ
け
で
な
く
南
小
国
町

各
所
で
も
灯
篭
を
設
置
し
て
お
り
、
南
小
国
町
の
冬
の
風
物
詩
と
し
て
毎
年
多
く
の
方

か
ら
大
変
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
湯
あ
か
り
10
周
年
を
記
念
し
て
製
作
さ
れ
た
動
画
が

Ｙ
ｏ
ｕ 
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
上
に
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら

も
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（https://w
w

w
.youtube.com

/w
atch?v=

S
23E652W

P
zg

）

美しい村を探す～九州・沖縄～
㉝熊本県　南小国町

蕨
野
に
行
き
た
し
句
碑
拝
み
た
し　
　
　
　
　

佐
藤　

淡
竹

桜
道
風
に
ゆ
ら
れ
て
手
の
ひ
ら
に　
　
　
　
　

法　
　
　

水

世
の
中
の
闘

た
た
か

い
知
ら
ぬ
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ　
　
　

佐
藤
須
磨
子

ウ
ク
ラ
イ
ナ
昭
和
の
戦
時
思
わ
れ
る　
　
　
　

佐
藤　

浪
子

母
折
り
し
色
褪
せ
た
和
紙
の
雛
飾　
　
　
　
　

北
里　

典
子

散
策
の
歩
み
と
め
ら
る
花
筏　
　
　
　
　
　
　

松
嶋　

五
月

笹
だ
け
に
糶せ

ら
れ
て
青
き
筆
り
ん
ど
う　
　
　

北
里
里
恵
子

真
新
し
幟
竿
立
つ
四
月
か
な　
　
　
　
　
　
　

北　
　

千
鶴

藪
椿
藪
の
中
へ
と
一
つ
落
つ　
　
　
　
　
　
　

平
野
た
か
子

蒲
公
英
の
歩
か
ぬ
道
に
殖
や
し
た
り　
　
　
　

宅
野　

晴
美
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新
分
署
長
就
任

　

平
素
よ
り
消
防
業
務
の
遂
行
に

あ
た
り
ま
し
て
格
別
な
ご
協
力
を
賜

り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
４
月
１
日
付
で
北
部
分

署
長
に
着
任
い
た
し
ま
し
た
宇
都
宮

亮
で
す
。

　

地
域
住
民
の
安
心
・
安
全
に
寄
与

し
、
信
頼
さ
れ
、
喜
ば
れ
る
消
防
行

政
を
目
指
し
、
職
員
一
丸
と
な
り
全

力
で
邁
進
い
た
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、
何
卒
ご
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

北
部
分
署
長　

宇
都
宮　

亮　

２
０
２
２
年
度

全
国
統
一
防
火
標
語

住
宅
用
火
災
警
報
器
を

点
検
し
ま
し
ょ
う
！

　

電
池
切
れ
や
電
子
部
品
の
劣
化
に
よ
り

火
災
を
感
知
し
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
10
年
を
目
安
に
交
換
し
ま
し
ょ
う
！

消

防

署

火災・
救急救助は
119 番
問い合わせ
北 部 分 署
☎ 46-4411

悪
質
商
法
の
被
害
に遭

わ
な
い
た
め
に

　

悪
質
商
法
と
は
、
一
般
消
費
者
を
対
象

に
、
組
織
的
・
反
復
的
に
敢
行
さ
れ
る
商

取
引
で
、
そ
の
商
法
自
体
に
違
法
又
は
不

当
な
手
段
・
方
法
が
組
み
込
ま
れ
た
も
の

を
い
い
ま
す
。

　

高
齢
者
を
狙
っ

た
も
の
が
依
然
と

し
て
多
発
し
て
い

る
が
、
成
年
年
齢

が
20
歳
か
ら
18
歳

に
引
き
下
げ
ら
れ

る
こ
と
に
よ
り
、

親
の
同
意
を
得
ず
契
約
し
た
場
合
に
当
該

契
約
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
と
し
た

未
成
年
取
消
権
の
対
象
年
齢
も
引
き
下
げ

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
若
年
層
の
消
費
者
被

害
が
増
加
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク

チ
ン
や
未
承
認
医
薬
品
へ
の
投
資
勧
誘
等

の
利
殖
勧
誘
、
災
害
に
便
乗
し
た
点
検
商

法
等
に
も
、引
き
続
き
注
意
が
必
要
で
す
。

〈
主
な
手
口
〉

利
殖
勧
誘
事
犯

「
社
債
」「
未
公
開
株
」「
外
国
通
貨
」
等

の
投
資
話
を
装
い
、「
元
本
保
証
」「
絶
対

に
儲
か
る
」
な
ど
と
ウ
ソ
を
つ
い
て
多
額

の
出
資
金
を
だ
ま
し
取
る
手
口

点
検
商
法

無
料
点
検
を
装
っ
て
訪
問
し
「
水
道
管
の

な
か
が
錆
び
て
い
る
」な
ど
と
ウ
ソ
を
言
っ

て
、
必
要
の
な
い
工
事
を
施
工
し
た
り
、

浄
水
器
等
を
売
り
つ
け
た
り
す
る
手
口

訪
問
購
入

「
衣
服
な
ど
の
不
用
品
を
買
い
取
る
」
等

の
口
実
で
訪
問
し
て
き
た
業
者
が
、
言

葉
巧
み
に
売
る
つ
も
り
の
無
か
っ
た
貴
金

属
等
を
強
引
に
買
い
取
っ
て
い
く
手
口

　

な
ど
の
ほ
か
、「
送
り
付
け
商
法
」
や
「
マ

ル
チ
商
法
」な
ど
が
あ
り
ま
す
。う
ま
い
話
、

儲
か
る
話
に
は
必
ず
落
と
し
穴
が
あ
り
ま

す
。

　

一
人
で
判
断
せ
ず
に
、
家
族
や
相
談
機

関
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

＊
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
全
・
安
心
な
小
国
郷
＊

地

域

安

全

事件・
事故は
110 番
問い合わせ
小国警察署
☎ 46-2110

お
出
か
け
は

　
　

マ
ス
ク
戸
締
り

　
　
　
　

火
の
用
心
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軽
自
動
車
税
・
自
動
車
税
の

納
付
は
５
月
31
日（
火
）ま
で
に

軽
自
動
車
税

　

役
場
か
ら
５
月
中
旬
に
納
付
書
を
送
付

し
ま
す
。
期
限
内
の
納
付
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
車
検
証
の
交
付
を

受
け
る
と
き
は
「
軽
自
動
車
税
納
税
証
明

書（
継
続
車
検
用
）」が
必
要
に
な
り
ま
す
。

【
納
税
証
明
書
の
発
行
方
法
】

◎
口
座
振
替
で
納
税
す
る
場
合

　

町
で
納
付
確
認
後
に
発
送
作
業
を
行

い
、
６
月
末
日
ま
で
に
軽
自
動
車
税
納
税

証
明
書
（
継
続
車
検
用
）
を
送
付
し
ま
す
。

　

軽
自
動
車
税
納
税
証
明
書
（
継
続
車
検

用
）
が
届
く
ま
で
の
間
（
６
月
中
）
に
車

検
を
受
け
る
場
合
は
、
納
付
確
認
後
に
役

場
税
務
課
窓
口
で
納
税
証
明
書
を
交
付
し

ま
す
。

◎
納
付
書
で
納
税
す
る
場
合

　

納
付
書
に
軽
自
動
車
税
納
税
証
明
書

（
継
続
検
査
用
）
が
付
い
て
い
ま
す
。

　

納
税
後
に
、
領
収
印
が
押
さ
れ
た
も
の

は
納
税
証
明
書
と
し
て
使
用
で
き
ま
す
の

で
車
検
時
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請
に
つ
い
て
】

　

身
体
障
害
者
ま
た
は
精
神
障
害
者
の
人

で
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
は
、
申

請
に
よ
り
軽
自
動
車
な
ど
１
台
の
税
金
が

免
除
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
専
ら
身
体
障
害

者
な
ど
の
た
め
に
利
用
さ
れ
る
構
造
の
軽

自
動
車
な
ど
（
車
椅
子
に
乗
っ
た
ま
ま
の

状
態
で
使
用
す
る
昇
降
装
置
を
装
着
す
る

な
ど
特
別
仕
様
に
よ
り
製
造
さ
れ
た
も
の

で
、車
検
証
な
ど
で
確
認
が
と
れ
る
も
の
）

も
対
象
と
な
り
ま
す
。
減
免
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、
役
場
税
務
課
ま
で
減
免
申
請

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
期
限　

５
月
31
日（
火
）

※
納
期
限
後
の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
提
出
書
類

・
減
免
申
請
書
・
身
体
障
害
者
手
帳

・
運
転
免
許
証
・
車
検
証
・
印
鑑

■
そ
の
他

・
毎
年
申
請
が
必
要
で
す
の
で
昨
年
、
減

免
を
受
け
た
人
も
申
請
が
必
要
で
す
。

・
軽
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
る
と
、
普

通
自
動
車
税
は
減
免
さ
れ
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

自
動
車
税

　

４
月
１
日
現
在
で
自
動
車
を
所
有
し
て

い
る
方
へ
熊
本
県
か
ら
自
動
車
税
の
納
税

通
知
書
を
５
月
初
旬
に
送
付
し
て
い
ま

す
。

　

納
期
限
の
５
月
31
日（
火
）
ま
で
に
、

最
寄
り
の
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
、
各
広
域
本
部
・
地
域
振
興
局
、

自
動
車
税
事
務
所
で
納
付
し
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ

を
利
用
し
て
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、
電

子
マ
ネ
ー
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン

グ
に
よ
る
納
付
も
可
能
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

県
北
広
域
本
部
収
税
課

☎
０
９
６
８（
２
５
）４
１
１
６

熊
本
県
自
動
車
税
事
務
所

☎
０
９
６（
３
６
８
）４
０
２
０

国
民
健
康
保
険
税
の
賦
課
限
度
額
引
き

上
げ
に
つ
い
て

　

令
和
４
年
度
か
ら
国
民
健
康
保
険
の
保

険
料
の
賦
課
額
に
関
す
る
基
準
等
に
つ
い

て
、
国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
の
一
部
の

改
正
が
あ
り
、
国
民
健
康
保
険
の
保
険
料

の
賦
課
限
度
額
（
課
税
額
の
上
限
）
が

99
万
円
か
ら
１
０
２
万
円
に
引
き
上
げ
に

な
り
ま
し
た
。
詳
し
い
内
訳
は
次
の
表
の

と
お
り
で
す
。

国
民
健
康
保
険
資
格
取
得
・
喪
失
の
届

出
は
14
日
以
内
に
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

町
民
課 

戸
籍
住
民
係

☎（
４
２
）１
１
１
３

税

問い合わせ
税務課
税務係
☎ 42-1118

改 正 前 改 正 後

医　　療 63 万円 65 万円

介　　護 17 万円 17 万円

後期高齢 19 万円 20 万円

計 99 万円 102 万円
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ご
存
知
で
す
か
「
付
加
年
金
」

　

付
加
年
金
は
、
毎
月
の
国
民
年
金
保
険

料
（
１
６
、５
９
０
円
）
の
ほ
か
に
付
加

保
険
料
と
し
て
月
額
４
０
０
円
を
上
乗
せ

し
て
納
め
る
こ
と
で
、
年
金
の
受
給
権
を

得
た
と
き
に
老
齢
年
金
に
加
算
さ
れ
る
年

金
で
す
。

付
加
年
金
の
加
算
額（
年
額
）＝

　

２
０
０
円
×
付
加
保
険
料
納
付
月
額

＊
付
加
年
金
は
定
額
の
た
め
、
物
価
ス
ラ

イ
ド
（
増
額
・
減
額
）
は
あ
り
ま
せ
ん
。

＊
年
金
を
受
け
取
り
始
め
て
２
年
で
、
納

付
し
た
付
加
保
険
料
の
合
計
額
に
見
合

う
付
加
年
金
額
を
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

付
加
年
金
に
加
入
で
き
る
の
は
、
農
林

業
・
自
営
業
等
の
国
民
年
金
第
１
号
被
保

険
者
の
方
（
65
歳
ま
で
の
任
意
加
入
被
保

険
者
を
含
む
）
で
農
業
者
年
金
に
加
入
の

方
に
つ
い
て
は
、
付
加
年
金
へ
の
加
入
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

付
加
保
険
料
の
申
し
込
み
に
は
届
け
出

が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
国
民
年
金
基
金
に
加
入
さ
れ
て

い
る
方
や
保
険
料
を
免
除
さ
れ
て
い
る
方

は
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

年
金
手
帳
は「
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
」

に
変
わ
り
ま
す

　

令
和
４
年
４
月
以
降
、
新
た
に
年
金
制

度
に
加
入
す
る
方
や
年
金
手
帳
の
紛
失
等

に
よ
り
再
発
行
を
希
望
す
る
方
に
は
、
年

金
手
帳
に
代
わ
り
基
礎
年
金
番
号
通
知
書

を
交
付
い
た
し
ま
す
。

＊
す
で
に
年
金
手
帳
を
お
持
ち
の
方
に
は

基
礎
年
金
番
号
通
知
書
の
交
付
は
お
こ

な
い
ま
せ
ん
。
年
金
手
帳
は
「
基
礎
年

金
番
号
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
書

類
」
と
し
て
引
き
続
き
、
年
金
の
手
続

き
に
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
の
で
大
切

に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
紛
失
等
に
よ
り
基
礎
年
金
番
号
通
知
書

を
希
望
す
る
方
は
、
届
け
出
が
必
要
で

す
。

年
金

問い合わせ
町民課
戸籍住民係
☎ 42-1113

令和４年度　月別納付税目一覧表　　　（注）○の印が納める月です。

軽自動車税 固定資産税
町県民税 国民健康保険税 納付期限

（口座振替日）納付書・口座 年金差引き 納付書・口座 年金差引き

４月 ○ ○
５月 ○全期 ○１期 ５月３１日
６月 ○１期 ○ ○１期 ○ ６月３０日
７月 ○２期 ○２期 ８月１日
８月 ○２期 ○ ○３期 ○ ８月３１日
９月 ○３期 ○４期 ９月３０日

１０月 ○３期 ○ ○５期 ○ １０月３１日
１１月 ○４期 ○６期 １１月３０日
１２月 ○４期 ○ ○７期 ○ １２月２６日

１月 ○８期 １月３１日
２月 ○ ○９期 ○ ２月２８日
３月 ○10期 ３月３１日
※町県民税の給与天引き（特別徴収）は６月分～翌５月分までの 12 回で納めることになります。
　納付期限は翌月の 10 日です。

（見 本）
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定
期
法
律
相
談

　

桜お
う
じ
ゅ樹

法
律
事
務
所
の
弁
護
士

に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催
し
ま

す
。

　

相
談
を
希
望
す
る
方
は
、
早

め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

相
談
は
「
無
料
」
で
す
。

■
日
時　

5
月
20
日（
金
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

■
場
所　

役
場 

会
議
室

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

町
民
課 

戸
籍
住
民
係

☎（
４
２
）１
１
１
３

※
役
場
の
定
期
法
律
相
談
は
、

毎
奇
数
月
（
１
，
３
，
５
，
７
，

９
，
11
月
）
の
年
計
６
回
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。

特
設
無
料
人
権
相
談
所
開
設

　

南
小
国
町
・
小
国
町
の
人
権

擁
護
委
員
に
よ
る
特
設
の
人
権

相
談
所
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
「
こ
れ
は
人
権
問

題
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？
」
と

感
じ
て
い
る
こ
と
や
、
人
権
に

関
す
る
困
り
ご
と
・
心
配
事
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
、予
約
は
不
要
で
す
。

■
日
時　

６
月
１
日（
水
）

　
　
　
　

午
前
９
時
～
正
午

■
場
所　

隣
保
館
（
小
国
町
）

■
相
談
内
容

○
い
じ
め
・
体
罰

○
家
庭
内
問
題

○
障
が
い
者
差
別

○
外
国
人
差
別　

な
ど

■
相
談
員

人
権
擁
護
委
員
（
南
小
国
町
）

〇
森
明
治
さ
ん

〇
橋
本
和
香
美
さ
ん

■
問
い
合
わ
せ

町
民
課

☎（
４
２
）１
１
１
３

２
０
２
２
年
度
「
点
訳
朗
読

（
音
訳
）奉
仕
員
養
成
講
座
」

受
講
生
募
集

　

本
講
座
は
、
視
覚
障
が
い
者

に
対
す
る
書
籍
等
の
点
訳
、
音

訳
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た

め
に
必
要
な
知
識
、
技
術
を
修

得
す
る
も
の
で
、
毎
週
木
曜
日

に
点
字
図
書
館
で
開
催
し
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
視
覚
障
害

者
概
論
、
点
訳
・
音
訳
の
基
礎

か
ら
応
用
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ

た
電
子
デ
ー
タ
作
成
方
法
な
ど

を
学
び
ま
す
。

詳
し
く
は
、

熊
本
県
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

検
索

■
問
い
合
わ
せ

熊
本
県 

障
が
い
者
支
援
課

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
２
３
５

解
体
・
改
修
・
各
種
設
備
工

事
の
受
注
者
の
皆
様
へ

　

石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
の
有

無
の
事
前
調
査
結
果
の
報
告
が

施
工
業
者
（
元
請
事
業
者
）
の

義
務
に
な
り
ま
す
。（
２
０
２
２

年
４
月
１
日
着
工
の
工
事
か
ら

適
用
）

　

詳
し
く
は
、
石
綿
総
合
情
報

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

木材市況情報
阿蘇森林組合　南小国共販所　【第４８７回市（４月８日開催）】

単位：円 /㎥

【杉丸太】 一般材
（直材）

一般材
（小曲材）

一般材
（大曲材）

4ｍ

4～9㎝ 283（本売）
10～13㎝ 550（本売） 530（本売） 450（本売）
14～16㎝ 19,200 17,400 10,000
18～22㎝ 15,500 14,200 10,500
24～28㎝ 15,000 14,100 11,500
30㎝上 14,000 12,300 11,000

3ｍ

4～9㎝ 145（本売）
10～13㎝ 270（本売）
14～16㎝ 18,600 17,000 10,400
18～22㎝ 19,200 17,000 8,300
24～28㎝ 16,200 9,000
30㎝上

【桧丸太】 一般材
（直材）

一般材
（小曲材）

一般材
（大曲材）

4ｍ

14～16㎝ 18,500 17,600 11,800
18～22㎝ 21,800 18,800 11,100
24～28㎝ 21,400 20,000 11,000
30～38㎝

【出荷材】 売上材積
（㎥）

売上金額
（円）

平均単価
（円）

杉 953.134 10,298,433 10,805
桧 27.283 361,546 13,252
杉、桧 77.215 695,570 9,008
その他 0.242 3,630 15,000
計 1,058 11,359,179 10,738
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高
校
生
等
の
医
療
費
を
助
成

し
ま
す
！

　

南
小
国
町
で
は
、
保
護
者
の

経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
り
、

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
町

づ
く
り
を
目
的
に
、
高
校
生
等

の
医
療
費
助
成
を
行
っ
て
い
ま

す
。
対
象
と
な
る
方
は
、
申
請

方
法
な
ど
を
ご
確
認
い
た
だ

き
、
福
祉
課
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

〈
注
意
〉

・
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン

タ
ー
に
よ
る
災
害
給
付
制
度

の
対
象
と
な
る
場
合
に
は
、

そ
の
制
度
を
優
先
し
ま
す
。

・
受
給
者
証
の
発
行
は
あ
り
ま

せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ

福
祉
課 

保
育
児
童
係

☎（
４
２
）１
１
１
７

休
日
在
宅
医

　

休
日
中
、
も
し
具
合
が
悪
く

な
っ
た
り
け
が
を
し
た
時
は
、
次

の
医
療
機
関
を
受
診
で
き
ま
す
。

　

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
受
診

さ
れ
て
く
だ
さ
い
。

●
予
定
が
変
更
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
受
診
さ
れ

る
前
に
必
ず
、
医
療
機
関
に

電
話
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
当
番
科
目
以
外
の
ご
相
談

は
、
直
接
医
療
機
関
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

●
受
診
さ
れ
る
場
合
は
、
必
ず

保
険
証
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。保
険
証
が
な
い
場
合
は
、

実
費
診
療
に
な
り
ま
す
。

調
理
師
試
験

■
試
験
期
日

10
月
29
日（
土
） 

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

■
試
験
場
所

国
立
大
学
法
人　

熊
本
大
学

■
受
験
申
請
受
付
期
間

５
月
９
日（
月
）～

６
月
３
日（
金
）

■
受
験
願
書
の
配
布
場
所

南
小
国
町
役
場
町
民
課
、
熊
本

県
健
康
づ
く
り
推
進
課
、
阿
蘇

保
健
所

※
土
日
祝
日
を
除
く

■
問
い
合
わ
せ

受
験
手
続
等
に
関
す
る
こ
と

公
益
社
団
法
人
調
理
技
術
技
能

セ
ン
タ
ー

☎
０
３（
３
６
６
７
）１
８
１
５

学
力
認
定
書
が
必
要
な
場
合

熊
本
県
健
康
福
祉
部
健
康
局
健

康
づ
く
り
推
進
課

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
２
５
２

申 請 者 高校生等の保護者

助成対象者

南小国町に住所がある高校生等で、健康保険の被扶養者。
学校教育法の規定による学校に進学したことにより高校生
等の住民票が南小国町以外にある場合については、保護者
の住民票が南小国町にあれば対象となる。
※生活保護を受けている人、施設に入所している人、里親
に委託されている人、婚姻している人、その他公的補助を
受ける人は除く。

助 成 額
医療費（保険適用分）における自己負担額。ただし、高額
療養費等がある場合には、その額を控除した額。
※食事療養費、第三者からの賠償は除く。

申 請 方 法
申請書に①～③の書類を添えて役場福祉課に申請
①領収書　②保険証の写し　③学生証等の写し

助 成 方 法 償還払い（口座への振り込み）

申 請 期 間 診療の翌月から６ヶ月

 5/ 8(日)～ 6/12(日) 小国公立病院 ☎46-3111 内科、外科、整形外科
 5/ 8(日) 問端内科 ☎32-0102 内科

 5/15(日) 小野主生医院 ☎32-0039 内科、眼科
 5/22(日) 阿蘇温泉病院 ☎32-0881 内科
 5/29(日) 市原胃腸科外科 ☎34-1211 内科、外科
 6/ 5(日) 一の宮整形外科 ☎22-3911 整形外科

 6/12(日) 松見内科クリニック ☎22-0260 内科、小児科
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令
和
４
年
６
月
か
ら
児
童
手

当
制
度
が
一
部
変
更
に
な
り

ま
す
！

■
現
況
届
に
つ
い
て

　

現
況
届
は
、
毎
年
６
月
１
日

の
状
況
を
把
握
し
、
６
月
分
以

降
の
児
童
手
当
等
を
引
き
続
き

受
け
る
要
件
（
児
童
の
監
督
や

保
護
、
生
計
同
一
関
係
な
ど
）

を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
を

確
認
す
る
も
の
で
す
。
令
和
４

年
６
月
か
ら
は
、
児
童
の
養
育

状
況
が
変
わ
っ
て
い
な
け
れ

ば
、次
に
該
当
す
る
方
を
除
き
、

現
況
届
の
提
出
は
不
要
と
な
り

ま
す
。

・
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
等
に

よ
り
、
住
民
票
の
住
所
と

異
な
る
市
町
村
で
受
給
し

て
い
る
方

・
支
給
要
件
児
童
の
戸
籍
が

な
い
方

・
離
婚
協
議
中
で
配
偶
者
と

別
居
さ
れ
て
い
る
方

・
そ
の
他
、
町
か
ら
提
出
の

案
内
が
あ
っ
た
方

　

該
当
す
る
方
へ
は
町
か
ら
現

況
届
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
内

容
を
ご
確
認
の
上
、
記
載
の
期

限
内
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
現
況
届
の
提
出
が
な
い
場
合

に
は
、
６
月
分
以
降
の
手
当

等
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
届
出
に
つ
い
て

　

次
に
該
当
す
る
と
き
は
す
み

や
か
に
役
場
に
届
け
出
て
く
だ

さ
い
。

・
児
童
を
養
育
し
な
く
な
っ

た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
支

給
対
象
と
な
る
児
童
が
い

な
く
な
っ
た
と
き

・
受
給
者
や
配
偶
者
、
児
童

の
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き

（
他
の
市
区
町
村
や
海
外

へ
の
転
出
を
含
む
）

・
受
給
者
や
配
偶
者
、
児
童

の
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き

・
一
緒
に
児
童
を
養
育
す
る

配
偶
者
を
有
す
る
に
至
っ

た
と
き

・
一
緒
に
児
童
を
養
育
し
て

い
た
配
偶
者
が
い
な
く

な
っ
た
と
き

・
受
給
者
の
加
入
す
る
年
金

が
変
わ
っ
た
と
き
（
転
職

等
を
行
っ
て
も
年
金
の
種

類
が
変
わ
ら
な
い
場
合

や
、
３
歳
以
上
の
児
童
の

み
を
養
育
し
て
い
る
場
合

は
届
出
は
不
要
）

・
受
給
者
が
公
務
員
に
な
っ

た
と
き

※
必
要
な
届
出
が
遅
れ
て
過
払

い
が
発
生
し
た
場
合
は
、
過

払
い
分
を
返
還
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

■
所
得
上
限
限
度
額
に
つ
い
て

　

令
和
４
年
10
月
支
給
分
（
６

～
９
月
分
）
か
ら
児
童
を
養
育

し
て
い
る
方
の
所
得
が
「
Ｂ
：

所
得
上
限
限
度
額
」
以
上
の
場

合
、
児
童
手
当
等
は
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
。

☆
扶
養
親
族
等
の
数
は
、
所
得

税
法
上
の
同
一
生
計
配
偶
者

お
よ
び
扶
養
親
族
並
び
に
扶

養
親
族
等
で
な
い
児
童
で
前

年
の
12
月
31
日
に
お
い
て
生

計
を
維
持
し
て
い
た
も
の
の

数
を
い
う
。

☆
扶
養
親
族
等
の
数
に
応
じ

て
、
限
度
額
（
所
得
額
ベ
ー

ス
）
は
、
１
人
に
つ
き
38
万

円
（
扶
養
親
族
等
が
同
一
生

計
配
偶
者
（
70
歳
以
上
の
者

に
限
る
）
ま
た
は
老
人
扶
養

親
族
で
あ
る
と
き
は
44
万

円
）を
加
算
し
た
額
と
な
る
。

☆「
収
入
額
の
目
安
」
は
、
給
与

収
入
の
み
で
計
算
し
て
い
る
の

で
、
あ
く
ま
で
目
安
で
あ
り
、

実
際
は
給
与
所
得
控
除
や
医

療
費
控
除
、
雑
損
控
除
な
ど

を
控
除
し
た
後
の
所
得
額
で

所
得
制
限
を
確
認
す
る
。

※
支
給
さ
れ
な
く
な
っ
た
あ
と

に
「
Ｂ
：
所
得
上
限
限
度
額
」

を
下
回
っ
た
場
合
は
、
改
め

て
認
定
請
求
書
の
提
出
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

福
祉
課 

保
育
児
童
係　

☎（
４
２
）１
１
１
７

Ａ：所得制限限度額 B：所得上限限度額

これ以上だと…児童１人
につき月 5,000 円支給

これ以上だと…
支給なし（改正後）

扶養親族
等の数

所得額
（万円）

収入額の目安
（万円）

所得額
（万円）

収入額の目安
（万円）

0 人 622 833.3 858 1,071

1 人 660 875.6 896 1,124

2 人 698 917.8 934 1,162

3 人 736 960 972 1,200

4 人 774 1,002 1,010 1,238
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南
小
国
町
集
落
支
援
員

　

令
和
４
年
度
よ
り
、
南
小
国

町
で
は
集
落
支
援
員
制
度
を
導

入
し
ま
す
。
集
落
支
援
員
制
度

と
は
、
地
域
づ
く
り
へ
の
関
心

の
高
い
方
等
に
対
し
て
、
町
長

が
集
落
支
援
員
と
し
て
委
嘱
を

行
い
、関
係
各
団
体
等
と
連
携
・

協
力
し
、
地
域
の
現
状
を
把
握

す
る
活
動
を
行
い
な
が
ら
、
地

域
の
問
題
解
決
を
図
っ
て
い
く

取
り
組
み
で
す
。

　

本
年
度
か
ら
は
、
昨
年
度
ま

で
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て

デ
ジ
タ
ル
技
術
に
よ
る
小
国
杉

の
利
活
用
事
業
に
取
り
組
ん
で

き
た
三
舛
正
順
さ
ん
に
委
嘱
を

行
い
、
引
き
続
き
木
育
活
動
の

推
進
や
南
小
国
町
の
林
業
の
活

性
化
に
向
け
て
活
動
を
行
っ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

三
舛
さ
ん
は
、
デ
ジ
タ
ル
技

術
を
用
い
た
木
材
加
工
を
切
り

口
と
し
て
、
南
小
国
町
の
豊
富

な
地
域
資
源
で
あ
る
小
国
杉
を

さ
ら
に
活
用
し
て
い
く
取
り
組

み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
南
小

国
中
学
校
の
生
徒
を
対
象
と
し

て
木
工
教
室「
フ
ァ
ブ
ク
ラ
ブ
」

開
催
や
、
昨
年
度
は
デ
ジ
タ
ル

工
作
機
械「
シ
ョ
ッ
プ
ボ
ッ
ト
」

を
駆
使
し
て
、
町
内
キ
ャ
ン
プ

場
の
バ
ン
ガ
ロ
ー
建
築
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
集
落
支
援
員
と
し
て

幅
広
い
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

令
和
４
年
度 

狩
猟
免
許
試

験
・
更
新

■
免
許
試
験
の
実
施
時
期

　

令
和
４
年
６
月
か
ら
令
和
５

年
１
月
ま
で
に
６
回
程
度
の
狩

猟
免
許
試
験
の
実
施
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

■
免
許
更
新
の
実
施
時
期

　

令
和
４
年
６
月
か
ら
９
月
ま

で
に
免
許
更
新
の
た
め
の
講
習

等
の
実
施
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　

令
和
４
年
度
の
免
許
更
新
の

対
象
者
は
、「
有
効
期
間
が
平

成
34
年
（
ま
た
は
令
和
４
年
）

９
月
14
日
ま
で
」
と
な
っ
て
い

る
狩
猟
免
状
を
所
持
さ
れ
て
い

る
方
に
な
り
ま
す
。

☆
具
体
的
な
日
程
等
は
、
５

月
上
旬
を
目
途
に
熊
本
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
周
知
さ

れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

熊
本
県
庁 

自
然
保
護
課 

野
生

鳥
獣
班

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
２
７
５

（
直
通
）

阿
蘇
地
域
振
興
局 

林
務
課

☎（
２
２
）２
３
１
２

流
通
品
種
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の

公
開

　

流
通
品
種
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と

は
、
国
内
の
登
録
品
種
及
び
一

般
に
流
通
（
概
ね
過
去
5
年
以

内
）
し
て
い
る
す
べ
て
の
品
種

を
対
象
と
し
、
流
通
名
（
商
品

名
等
）
で
も
品
種
検
索
が
可
能

な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
す
。
品
種

の
詳
細
（
登
録
品
種
の
有
無
、

流
通
名
等
）
に
つ
い
て
調
べ
た

い
時
な
ど
に
ご
活
用
く
だ
さ

い
。
尚
、
毎
年
１
、２
回
定
期

的
に
更
新
を
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

流
通
品
種
デ
ー
タ
べ
ー
ス

検
索

■
問
い
合
わ
せ

Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｆ
Ｆ
（
公
益
社
団
法

人
農
林
水
産
・
食
品
産
業
技
術

振
興
協
会
）

☎
０
３（
３
５
８
６
）８
６
４
４

道
路
に
張
り
出
し
て
い
る
木

の
伐
採
に
ご
協
力
を
！

　

道
路
や
歩
道
へ
の
枝
の
張
り

出
し
や
倒
木
に
よ
り
歩
行
者
や

自
動
車
等
に
損
害
が
発
生
し
た

場
合
、
樹
木
所
有
者
の
管
理
責

任
を
問
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

よ
っ
て
、
道
路
沿
い
で
樹
木

を
所
有
さ
れ
て
い
る
方
は
点
検

を
実
施
し
て
い
た
だ
き
、
危
険

な
場
合
は
伐
採
す
る
等
の
措
置

を
講
じ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

熊
本
県
庁 

道
路
保
全
課

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
４
９
５

南
小
国
町
役
場 

建
設
課

☎（
４
２
）１
１
１
４

特
殊
肥
料
「
椿
油
粕
」
は
適

正
に
使
用
し
ま
し
ょ
う

　

特
殊
肥
料
と
し
て
販
売
さ
れ

て
い
る
椿
油
粕
は
、
農
薬
と
し

て
登
録
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

害
虫
の
駆
除
目
的
で
使
用
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。
害
虫
の
駆
除

目
的
で
使
用
す
る
と
、
農
薬
取

締
法
違
反
と
な
り
ま
す
。ま
た
、

椿
油
粕
に
は
魚
介
類
に
影
響
の

あ
る
成
分
「
サ
ポ
ニ
ン
」
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、
肥
料
と

し
て
使
用
す
る
場
合
も
、
水
を

張
っ
た
水
田
や
、
用
排
水
路
や

池
な
ど
に
流
出
し
や
す
い
場
所

で
は
使
用
を
避
け
て
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ

熊
本
県
庁 

農
業
技
術
課

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
３
８
１

阿
蘇
地
域
振
興
局 

農
林
部
農

業
普
及
・
振
興
課

☎（
２
２
）５
２
１
２

三舛正順さん

お
知
ら
せ

募　

集

相　

談

講
演
・
講
習

寄　

附
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人
権
擁
護
委
員
の
紹
介

　

本
町
の
人
権
擁
護
委
員
に

森
明
治
さ
ん（
田
の
原
）が
再
任

さ
れ
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大

臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
、
国
民
の
基

本
的
人
権
が
侵
害
さ
れ
る
こ
と

の
な
い
よ
う
に
監
視
し
、
も
し

侵
害
さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の

救
済
の
た
め
、
速
や
か
に
適
切

な
処
置
を
と
る
と
と
も
に
、
常

に
自
由
人
権
思
想
の
普
及
・
高

揚
に
努
め
る
こ
と
を
使
命
と
し

て
い
ま
す
。

　

人
権
に
関
す
る
ご
相
談
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
南
小
国
町
社
会

福
祉
協
議
会
へ
お
申
込
み
下
さ

い
。

（
予
約
制
）

■
問
い
合
わ
せ

町
民
課

☎（
４
２
）１
１
１
３

南
小
国
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎（
４
２
）１
５
０
１

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申

請
・
受
取
に
休
日
窓
口
を
開
設

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申

請
や
受
取
に
つ
い
て
、
休
日
窓

口
を
開
設
し
ま
す
。
お
仕
事
な

ど
で
平
日
の
手
続
き
が
難
し
い

場
合
は
、
休
日
窓
口
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。日
程
に
つ
い
て
は
、

広
報
誌
町
民
カ
レ
ン
ダ
ー
で
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
方
は
要
予
約
と
な

り
ま
す
の
で
お
早
め
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

■
実
施
日
時　

月
一
回　

日
曜

日　

９
～
12
時
ま
で（
予
約
制
）

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ

町
民
課 

戸
籍
住
民
係

☎（
４
２
）１
１
１
３

５
月
よ
り
施
設
の
借
用
申
請

担
当
課
及
び
受
付
場
所
が
変

わ
り
ま
す

　

５
月
か
ら
は
管
理
セ
ン
タ
ー

で
の
申
請
受
付
は
出
来
ま
せ

ん
。
役
場
庁
舎
内
に
て
お
願
い

致
し
ま
す
。

■
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー

➡
総
務
課 

管
財
係（
役
場
庁
舎

内
）

☎（
４
２
）１
１
１
２

■
学
校
施
設（
体
育
館
・
グ
ラ
ウ

ン
ド
）・
山
村
広
場
・
各
公
民
館

➡
役
場
庁
舎
内
教
育
委
員
会
事

務
局 

社
会
教
育
係

☎（
４
２
）０
０
４
７

　

町
民
の
皆
様
に
は
ご
不
便
を

お
掛
け
致
し
ま
す
が
、
何
卒
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

ペ
ッ
ト
が
迷
子
に
な
っ
た
と

き
は

　

飼
っ
て
い
る
犬
や
猫
が
迷
子

に
な
っ
た
り
、
い
な
く
な
っ
た

時
は
、
保
護
さ
れ
て
い
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
①
お
住
ま

い
の
管
轄
の
保
健
所
、
②
行
方

不
明
に
な
っ
た
場
所
に
近
い
保

健
所
、
③
最
寄
り
の
警
察
署
に

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
保
護
さ
れ
た
時
の
連

絡
の
た
め
、
迷
子
札
を
首
輪
に

つ
け
た
り
、
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ

を
装
着
し
ま
し
ょ
う
。
マ
イ
ク

ロ
チ
ッ
プ
を
装
着
し
た
ら
飼
い

主
の
情
報
登
録
も
忘
れ
ず
に

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

阿
蘇
保
健
所　

☎（
２
４
）９
０
３
５

社
協
へ
の
ご
寄
附
の
お
礼

　

故
人
の
香
典
返
し
と
し
て
、

多
額
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
故
人
の
ご
冥
福

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

橋
本　

健
治
様

白　

川

（
故
）
文
子

様

松
﨑　

俊
光
様

赤
馬
場

（
故
）
察
子

様

髙
村　

明
則
様

陣　

内

（
故
）
ノ
ブ
ヨ

様

穴
井　

南
男
様

竹
の
熊

（
故
）
カ
ズ
ヨ

様

（
４
月
８
日
ま
で
の
受
付
分
）

　

ま
た
、
一
般
寄
附
と
し
て
、

次
の
方
よ
り
多
額
の
ご
寄
附
を

賜
り
ま
し
た
。

Ｈ
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｋ
Ａ　
様　

轟

立
𦚰　

良
基　
様　

白
川（
９
回
目
）

中
村　

由
紀　
様　

白
川（
３
回
目
）

肥
後
銀
行 

南
小
国
出
張
所　
様

（
小
皿
他
）

　

皆
さ
ま
の
お
志
に
添
い
ま
す

よ
う
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

南
小
国
町
社
会
福
祉
協
議
会

い
や
！

い
や
！

雄
大
に
泳

ぐ
姿
に
感
動

す
る
ん
ラ
ヨ

雄
大
に
泳

ぐ
姿
に
感
動

す
る
ん
ラ
ヨ

デ
ジ
カ
メ…

高
級
な
カ
メ
ラ
で

撮
影
す
る
ん
ラ
ヨ

デ
ジ
カ
メ…

高
級
な
カ
メ
ラ
で

撮
影
す
る
ん
ラ
ヨ

ぜ
ひ
記
録
に

残
し
た
い…

ぜ
ひ
記
録
に

残
し
た
い…

圧
巻
!!

圧
巻
!!

ゆ
う
だ
い

ゆ
う
だ
い

お
よ
お
よ

す
が
た

す
が
た

か
ん
ど
う

か
ん
ど
う

あ
っ

　か
ん

あ
っ

　か
ん

…
写
真
だ
と

小
っ
ち
ゃ
い…

…
写
真
だ
と

小
っ
ち
ゃ
い…

や
っ
ぱ
り

実
物
の
迫
力
が

最
高
な
ん
ラ
ヨ…

や
っ
ぱ
り

実
物
の
迫
力
が

最
高
な
ん
ラ
ヨ…

ちちじ
つ
ぶ
つ

じ
つ
ぶ
つ

さ
い
こ
う

さ
い
こ
う

は
く
り
ょ
く

は
く
り
ょ
く

し
ゃ
し
ん

し
ゃ
し
ん

の
こ

こ
う
き
ゅ
う

さ
つ
え
い

き
ろ
く

お
知
ら
せ

募　

集

相　

談

講
演
・
講
習

寄　

附
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★
休
日
・
夜
間
の
救
急
医
療
は
、
小
国
公
立
病
院
☎（
４
６
）３
１
１
１
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

★
子
育
て
広
場
き
☆
ら
☆
ら
平
日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

★
人
権
擁
護
委
員
へ
の
人
権
相
談
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
り
ん
ど
う
荘
☎（
４
２
）１
５
０
１
で
予
約
受
付
し
て
い
ま
す
。

戸
籍
の
窓

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

３
／
22　

髙
村　
正
博（
68
）中
杉
田
１

３
／
22　

原
部
ス
マ
子（
88
）下
町
２

３
／
30　

髙
村
ノ
ブ
ヨ（
94
）陣　

内

４
／
４　

橋
本　
生
男（
92
）志
賀
瀬

４
／
５　

穴
井
カ
ズ
ヨ（
74
）竹
の
熊

（
敬
称
略
）

※
掲
載
を
希
望
さ
れ
た
人
の
み
掲
載

5/
10火

11 水 乳児健診　13：15～　おぐに町民センター

12 木 消費生活相談日　9：00～16：00　役場

13 金

14 土

15 日

16 月

17 火

18 水

19 木 消費生活相談日　9：00～16：00　役場
1歳6か月児健診　13：15～　おぐに町民センター

20 金 さくら荘カフェ　13：30～　さくら荘

21 土

22 日 マイナンバーカード申請・受取休日窓口開設
9：00～12：00　※要予約

23 月

24 火

25 水

26 木 消費生活相談日　9：00～16：00　役場

27 金

28 土

29 日

30 月

31 火
軽自動車税　納期限
固定資産税　第１期　納期限

6/
1水

乳児健診　13：15～　おぐに町民センター

2 木 消費生活相談日　9：00～16：00　役場
5歳児健診　13：15～　役場別館2階

3 金 出張年金相談  10：00～15：00  おぐに町民センター
　※要予約　熊本東年金事務所　☎096(367)2503

4 土

5 日

6 月

7 火

8 水

9 木 消費生活相談日　9：00～16：00　役場

10 金

町民カレンダー ５月・６月令和４年

町の人口
（３月末現在）

世帯数　1,755世
帯

（＋２）〈－11〉
　男　　1,816人

（－17）〈－36〉
　女　　1,987人

（－28）〈－53〉
　計　　3,803人

（－45）〈－89〉
※（ ）は前月比、〈 〉は前年同月比
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編 集 今月号の表紙は３月号の表紙と同じ場所の写真です。ドローンでの撮影を行う中で、普段見
る景色と違う上空からの景色を見て、野焼きで黒く染まっていた瀬の本が一面緑になってい
るのに驚きました。（岩本）後 記

BIRTHDAY
  H

A
PPY

4月

１
歳
に
な
っ
た

  

赤
ち
ゃ
ん
を

    

紹
介
し
ま
す
。

3.4.13生

井
い

　詠
えい

美
み

ちゃん

（父）和久さん

（母）朋子さん
新町２

毎日、無邪気な笑顔でパパ
とママを癒してくれてありが
とう。これからも元気いっ
ぱい大きくなってね。

3.4.21生

Ｐ
プラジャパチ

ＲＡＪＡＰＡＴＩ　Ｒ
ロミオ

ＯＭＩＯくん

（父）ラケスさん

（母）バルサさん
中杉田２

みんなの癒しロミオ君！生ま
れてきてくれてありがとう♡
これからも沢山の笑顔で元
気いっぱい大きく育ってね♡

3.4.28生

吉
よし

田
だ

　京
けいちょう

兆くん

（父）大輔さん

（母）結さん
竹の熊

お誕生日おめでとう。笑顔
のかわいい元気な子に育っ
てね。
ねぇねとも仲良くね。

　日本の地域の魅力を含んだ優れた観光映像を世界に届け
ることを目的として開催された第４回日本国際観光映像祭 
日本部門に南小国町観光協会の「KIYORA STYLE」が優秀
作品賞を受賞されました。ナレーションを務めた室原さん
は「南小国町を好きになって移り住んでほしい」と思いを
込めてナレーションをしたとのことです。

左から南小国町観光協
会事務局長 森永さん、
室原ウキさん、南小国
町観光協会長 下城誉
裕さん

　公益財団法人 明治安田クオリティオブライ
フ文化財団から市原獅子舞保存会へ地域の伝統
文化保存維持費用助成金が贈呈されました。明
治安田クオリティオブライフ文化財団は、地域
の伝統文化の継承を支援するために助成対象

候補を公募
し、77 件
の応募の中
か ら 45 件
の 贈 呈 が
決定しまし
た。

「KIYORA STYLE」
優秀作品賞受賞 ４月７日（木） ４月20日（水）助成金贈呈

庁舎別館オープン 　４月４日（月）に庁舎別館の落成式が
開催されました。
　庁舎別館内には、１階に役場会計室、
肥後銀行 南小国出張所、ATM（肥後銀
行、阿蘇農協）が配置されていま す。
　肥後銀行 南小国出張所の窓口は午
前中は９時から 11 時半まで、午後は
12 時半から 15 時までの間営業しており
ます。肥後銀行の営業時間外の８時半
から９時、11 時半から 12 時半、15 時
から 17 時 15 分までの間に納付を行う
場合は会計室の窓口にお越しください。
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い
き
い
き
と
豊
か
な
地
域
社
会
を
創
り
ま
し
ょ
う


